
●現状と課題

●主な施策

●市民・事業者の役割

●環境指標

4-3．市の環境配慮の率先実行

 56

・ 行政は、市民や事業者の模範となるよう、様々な環境対策に取り組む必要があります。

本市では、その取組内容を環境報告書としてまとめ、定期的に公表しています。 

・ 本市では、地球温暖化問題に対し、「第３次行田市役所地球温暖化対策実行計画」を

平成２５年３月に策定し、公共施設などにおける温室効果ガス排出量の削減に取り組

んでいます。（再掲） 

 

１１．．市市にによよるる環環境境対対策策のの推推進進  
・ 環境対策の取組を推進します。 

・ 環境報告書などにより、本市の環境の状況について定期的に公表します。（再掲） 

・ 環境報告書などによる市の環境の取組状況の把握 

 

・ 環境報告書などによる市の環境の取組状況の把握 

 

環境指標 
現状 

(平成24年度) 

目標 

(平成35年度) 
担当課 

行田市環境報告書の公表（再掲） 1回 年1回 環境課 

 

市民

事業者

 57

第５章 計画の推進 

Ⅰ 進行管理システム 

望ましい環境像実現のためには、市民、事業者及び市による自主的な取組と継続的な

改善が必要です。 

そこで、基本計画では、計画（Ｐｌａｎ）→各施策の推進（Ｄｏ）→進捗状況の点検

（Ｃｈｅｃｋ）→見直し（Ａｃｔ）という、ＰＤＣＡサイクルの進行管理システムによ

り、各主体の取組の継続的な改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４２ 進行管理システム 

 

各施策の推進 

（Ｄｏ） 

進捗状況の点検・公表 

（Ｃｈｅｃｋ） 

見直し 

（Ａｃｔ） 

望ましい環境像の実現に向けて、環境施策
の方向性を示します。 
また、基本計画の実効性をより確実にする
ために実行計画を策定します。 

各担当課で施策を推進します。 

施策の進捗状況について点検及び評価を
行います。 
また、その結果は環境報告書としてとりま
とめ、毎年公表します。 

点検及び評価の結果を受けて、施策の見直
しを行います。 

行田市環境基本計画 

(Ｐｌａｎ) 

 

行田市環境基本計画 

実行計画 

環境報告書 

Ⅰ

第５章 計画の推進 
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Ⅱ 推進体制 

計画を推進していくための体制は、以下のとおりとします。 

 

１． 市民（市民団体）・事業者など 

市民（市民団体）・事業者などは、日常生活や事業活動において環境保全に取り

組むとともに、市が推進する環境保全に関する施策に積極的に参加します。 

 

２． 行田市環境審議会 

行田市環境審議会は、市民及び事業者の代表から構成され、環境の施策に関す

る基本的事項についての調査及び審議を行います。 

 

３． 行田市環境基本計画推進委員会 

行田市環境基本計画推進委員会は、庁内の横断的組織として設置され、環境施

策などの調整や実施状況の点検・評価を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４３ 計画の推進体制 

 

市 長 
行田市 

環境審議会 
市民（市民団体）
・事業者など 

行田市 
環境基本計画
推進委員会

指示 報告

報告 

提言 

意見・提案

報告・公表

埼玉県・他の地方公共団体

協力

Ⅱ
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資料 １ 国・埼玉県の環境年表 

資料 ２ 主な環境関連法及び条例 

資料 ３ 環境基準等 

資料 ４ 用語集 

資料 ５ 行田市環境基本条例 

資料 ６ 行田市環境審議会条例 

資料 ７ 行田市環境基本計画推進委員会設置規程 

資料 ８ 行田市環境審議会委員名簿 

資料 ９ 計画策定の経緯 

資料 10 諮問・答申  
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